
【構想の概要】

全校生徒を対とする。「SG) スタディ（課題解決学習）」と「SG) プログラム（海外ݣ）」を � 本柱とし、
લ者はグローバル・シチζンの育成を、後者は意ཉ的な生徒を対に、グローバル・リーダーの育成を目指す。

ຖि༵日をत業日とし、� 学は課題解決のҝのスキルや知識を学Ϳत業を全員に課し、�，3 学では、
ಘたスキルを使って、グループで課題研究に取り組み、解決法なͲを発表・提Ҋする。海外ݣにԙいては多
のプログラムを用意し、ؼ国後全生徒にؐݩできる仕組みを作る。

খ・த・高・大が連携した
課題ղܾによるグローバル人材の育成
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SGH を௨して৳しͨい力

（1）専門性と教養
（2）問題解決力
（3）コミュニケーション能力と
� プレゼンテーション能力

（4）主体性と協調性
（5）異文化理解のॊೈ性と
 日本人としてのアイデンティティ

（6）高い語学力　　（7）議論する力
（8）地球規模の視点

2 本のபの૬࡞ޓ༻
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海外派遣は、課題研究をすることが主となる。帰
国後は校内での報告会などを通じて、他の生徒への
ؐ元を義務付けている。

ෟଐখ・த学校の教育の౷
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本校は附属小・中との一貫教育ではないが、それ
ぞれの出身者が三分の一ずつ在੶している。附属
小・中・高・大での共同研究は「グローバル」であ
る。
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長い歴史の中で、過去にも様々な課題研究授業が
行われてきた。これらは何れも、授業に組み込まれ
て行われている。

શ教員で関Θる体制
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全生徒及び全教員で関わる SGH として、教員の
組織も「SGH 校内推進委員会」が中心となり、
リードしている。週に 1 回、土曜日の SGH が終了
後直ぐに定期的に会合を持ち全体像の把握にۈめ、
また、進捗状況の全教員での把握は、校内研究会、
職員会議で都度行い、より良い取り組みを目指して
いる。
「SGH スタディ（課題研究）」に関しては、1 学

年担当、2 学年担当の横の連絡を密にし、毎週土曜
日の内容確認を行いながら進めている。
「SGH プログラム（海外派遣）」は分掌としての

国際部が主に進める。多数ある海外派遣の引率に関
しては、教員の負担の公平性を重視し、希望以外は
様々な配ྀをしながら引率教員を決定し、管理職が
委する。海外派遣への生徒の希望が年々増加して
おり、その選考案の立案も国際部で行っている。
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「SGH スタデΟ（課題ղܾ学習）」

全生徒対象に、毎週土曜日「SGH」授業として
実施
（1）　ୈ 1学年
ʲ目標ʳ

2、3 年次のＳＧＨスタディにおいて、原ଇとし
てグループでグローバルな課題を発見し、課題に関
する調査・研究を行っている。議論をし、解決法を
発表・提案。1 年のＳＧＨスタディではそのҝの準
備として、8 つの講座において、調査・研究で必要
となるスキルや知識を獲得することを目標としてい
る。

ʲ概要ʳ
‛　毎週土曜日 3 時間目に実施
‛　各ＨＲ教室、図書室、情報教室、物理実験室等
‛　 3 時間ʷ 8 講座 ʴ 1 時間（オリエンテーショ

ン）　計 25 時間
ʲ講座一ཡʳ

講座 講座名 担当教་
① さまざまな情報収集の

仕方・考え方
中村　光و
 （地理歴史科）

② プレゼンテーションとその準備 山田　剛（生物科）
③ グループでのアイデア発想 和田　ഹ（ඒ術科）
④ アカデミック・ライティング入門 大内　康宏（国語科）
⑤ 科学の考え方 小ᖒ　ܒ（物理科）
⑥ 統計的な物の見方・考え方 野　一（数学科）
⑦ データの収集 水　高志（情報科）
⑧ データの分析 山田　研（数学科）

ʲ年間計画 （r平成 28 年度 1 組の例　1 学年 6 学級）
4/16　オリエンテーション
ターム 1：4/23 ,30, 5/7 ④アカデミック・ライティング入門

ターム 2：5/14 ,21 ,28 ③グループでのアイデア発想

ターム 3：6/11 ,7/2 ,9 ①さまざまな情報収集の仕方考え方

ターム 4：9/3 , 17 ,24  ⑤科学の考え方

ターム 5：10/22, 29,11/5 ②プレゼンテーションとその準備

ターム 6：11/12 ,19 ,12/10 ⑥統計的な物の見方・考え方

ターム 7：1/14, 21, 28     ⑦データの収集

ターム 8：2/4, 18 , 25      ⑧データの分析

※担当教員は、希望をして講座を開設。
（2）　ୈ 2ɼ3学年

グループで、グローバルな課題を発見。課題に関
する調査・研究を行い、議論をし解決法を発表・提案。

第 1 分野　  オリンピック・パラリンピックにおけ
る諸課題（筑波大学の重点との関係）

第 2 分野　地球規模で考える生命・環境・災害
第 3 分野　グローバル化と政治・経済・外交

ʲ概要ʳ
‛　毎週土曜日 3 時間目に実施（2 年）
‛　毎週土曜日 3・4 時間目に実施（3 年）

ʲ流れʳ
①　オリエンテーション
②　SGH スタディのヒント（教員によるミニ講座）
③　研究グループ作り　→　研究活動
④　中間報告会（2 年 1 月）
⑤　最終発表会（3 年 7 月）
⑥　優秀研究発表会（3 年 9 月）
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（3）　༏ल研究校内表জ（28 年度のྫ）

           

 岤كਲਗୣാق岣SGH崿嵕崘嵑嵈ٹ

㸦1㸧ᾏእὴ㐵ᐇᴫせ 

᪥୰㧗ᰯ⏕ὶࠕ۔ 㸦ࠖࣥ࢜㸯㸣ࣈࣛࢡദ㸧 

࣭1㸪2Ꮫᖺ 10㹼20ྡ 

㸦┦ὶ୍࣭㒊┦ࢸࢫ࣒࣮࣍㸧 

࣭㑅⪃㸸ࡅཷࢸࢫ࣒࣮࣍ධࡀྍࢀඃඛ 

࣭ゼ᪥㸸7᭶ึ᪪  8᪥㛫 

࣭ゼ୰㸸10᭶ึ᪪ 8᪥㛫 

࣭㈝⏝㸸1ࣥ࢜㸣࡚ࡍࡀࣈࣛࢡ㈇ᢸ 

 ࠖࢺࢵ࣑ࢧࢬ࣮ࢲኴᖹὒ㟷ᑡᖺ࣮ࣜࢪࠕ۔

࣭2Ꮫᖺ 3ྡ     㸦࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩ㸧 

࣭㑅⪃㸸Ꮫᩍᤵࡿࡼⱥㄒࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹ  ࣥ

ཬࡧᩍ⫱㛗㠃᥋ࠋGTECࠋࢥࢫ 

㸦ⱥㄒࣞࣝ࣋ 㧗㸧 

࣭7᭶ୗ᪪ 10᪥㛫 

࣭㈝⏝㸸⏕ᚐ㈇ᢸ ⣙12 

 㸦㡑ᅜ㸧 ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⾡ᅜ㝿Ꮫ۔

࣭2Ꮫᖺ 3ྡ 

࣭㑅⪃㸸Ꮫᩍᤵࡿࡼⱥㄒࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹ  ࣥ

ཬࡧᩍ⫱㛗㠃᥋ࠋGTECࠋࢥࢫ 

㸦ⱥㄒࣞࣝ࣋ 㧗㸧 

࣭7᭶ୗ᪪ 5᪥㛫 

࣭㈝⏝㸸⏕ᚐ㈇ᢸ ⣙㸴 

 㸧ࢲࢼ࢝Ꮫ◊ಟ㸦ࢻࣥࣛࢻ࣮࣡ࢻ࢚ࢫࣥࣜࣉ۔

࣭1㸪2Ꮫᖺ 16ྡ 

࣭㑅⪃㸸GTECࢥࢫཧ⪃㸦ⱥㄒࣞࣝ࣋୰㸧 

࣭8᭶ୗ᪪2㐌㛫 

࣭㈝⏝㸸⏕ᚐ㈇ᢸ ⣙50 
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㸦2㸧Ꮫᰯゼၥཷࡅධࢀ 

᪥ᖖⓗከࡢࡃᾏእࡢࡽᤵᴗཧほࡍࡲࡾ࠶ࡀ 

最優秀賞（グランプリ）　 2108「文京区ハザードマップを改善せよ」

優秀賞　　　　　　　　　 1004「東京オリンピックを見据えたインフォメーションアプリの開発」

同　　　　　　　　　　  3307「日本に対するイメージを元に日本の良さを伝える」

同　　　　　　　　　　  3106「性教育から考える同性愛への認識」
優良賞　　　　　　　　  1011「オリンピズムの具現化」

同　　　　　　　　　　  2201「ゲル法によるカルサイト作成」

同　　　　　　　　　　  2204「防災教育のあるべき姿」

同　　　　　　　　　　  2304「周囲の色の変化による映像への没入感の違い」

同　　　　　　　　　　  3205「コンビニの海外進出促進のための『観光コンビニ』戦略」

同　　　　　　　　　　  3401「日本人の宗教観」

優秀賞（文献調査部門）　　　　　　 　 2210「放射線と人類及び生態系」

同　　　　　　　　　　  3306「和紙の可能性」

優秀賞（フィールドワーク／実験部門）　2101「震災時における鉄道復旧のあり方」

優秀賞（プレゼンテーション部門）　 　 3203「アジアにおける外食産業の海外進出の際の経営方針」

敢闘賞（日常的な研究活動に対して） 1005「シッティングバレーを広めたい」

同　　　　　　　　　　　　　　　　 2211「プラスチックが人間に与える影響」

同　　　　　　　　　　　　　　　　 3405「ユダヤ人はアイデンティティーを失いつつあるのか」　

※　９月17日には、３学年「優秀研究発表会・表彰式」を学年で行い、SGH指導委員の先生方にご批評をいただきます。　

　　 また、２学年「SGH」の時間にも、優秀研究の発表を聞く機会を設けます。
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「SGH プログラム（海外ݣ）」

（1）海外ݣ実施֓ཁ
˕「中高校生ަྲྀ」（イΦン 1％クラブ主催）
・1，2 学年　10 ～ 20 名
（相互交流・一部相互ホームステイ）

・選考：ホームステイ受け入れ可が優先
・訪日：7 月初०　 8 日間
・訪中：10 月初०　8 日間
・費用：イオン 1％クラブがすべて負担
˕「アジアଠฏ༸੨গ年リーダーζサミット」
・2 学年　3 名� （シンΨポール）
・選考：大学教授による英語ディスカッション

及び教育長面接。GTEC スコア。
（英語レベル　高）

・7 月下०　10 日間
・費用：生徒負担　約 12 ສ円
˕国際学術シンポジム　（ؖ国）
・2 学年　3 名
・選考：大学教授による英語ディスカッション

及び教育長面接。GTEC スコア。
（英語レベル　高）

・7 月下०　5 日間
・費用：生徒負担　約 6 ສ円
˕プリンεΤドϫードアイランド大学研修（Χナダ）
・1，2 学年　16 名
・選考：GTEC スコア参考（英語レベル中）
・8 月下० 2 週間
・費用：生徒負担　約 50 ສ円
˕H8A　$H0/G校とのظ留学（シンΨポール）
・1，2 学年　7 名　附属中学生　2 名
（相互交流・相互ホームステイ）

・選考：ホームステイ受け入れ可が優先
・訪日：5 月下०　 10 日間
・訪シ：3 月下०　 10 日間
・費用：生徒負担　約 12 ສ円
˕6#$グローバルリーダーζプログラム
� （ஜ大学附属学校教育ہ主催・Χナダ）
・選考：附属学校教育局による（英語レベル　高）
・7 ～ 8 月 2 週間 2 期　　・費用：約 60 ສ円
˕クーϕルタン・Ϣーεフォーラム（世界֤地）
・2，3 学年　3 名程度

・「クーベルタンスクール」が主催する隔年に 1 度
の国際フォーラム。世界から 120 名程が参加。

・隔年 8 月下०～
・費用： 筑波大学が渡航費を負担

国際ピエール・ド・クーベルタン委員会が
宿泊費、食費を負担。
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最優秀賞（グランプリ）　 2108「文京区ハザードマップを改善せよ」

優秀賞　　　　　　　　　 1004「東京オリンピックを見据えたインフォメーションアプリの開発」

同　　　　　　　　　　  3307「日本に対するイメージを元に日本の良さを伝える」

同　　　　　　　　　　  3106「性教育から考える同性愛への認識」
優良賞　　　　　　　　  1011「オリンピズムの具現化」

同　　　　　　　　　　  2201「ゲル法によるカルサイト作成」

同　　　　　　　　　　  2204「防災教育のあるべき姿」

同　　　　　　　　　　  2304「周囲の色の変化による映像への没入感の違い」

同　　　　　　　　　　  3205「コンビニの海外進出促進のための『観光コンビニ』戦略」

同　　　　　　　　　　  3401「日本人の宗教観」

優秀賞（文献調査部門）　　　　　　 　 2210「放射線と人類及び生態系」

同　　　　　　　　　　  3306「和紙の可能性」

優秀賞（フィールドワーク／実験部門）　2101「震災時における鉄道復旧のあり方」

優秀賞（プレゼンテーション部門）　 　 3203「アジアにおける外食産業の海外進出の際の経営方針」

敢闘賞（日常的な研究活動に対して） 1005「シッティングバレーを広めたい」

同　　　　　　　　　　　　　　　　 2211「プラスチックが人間に与える影響」

同　　　　　　　　　　　　　　　　 3405「ユダヤ人はアイデンティティーを失いつつあるのか」　

※　９月17日には、３学年「優秀研究発表会・表彰式」を学年で行い、SGH指導委員の先生方にご批評をいただきます。　

　　 また、２学年「SGH」の時間にも、優秀研究の発表を聞く機会を設けます。

（2）学校๚問डけ入れଞ
日常的に海外から多くの授業参観がある
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最優秀賞（グランプリ）　 2108「文京区ハザードマップを改善せよ」

優秀賞　　　　　　　　　 1004「東京オリンピックを見据えたインフォメーションアプリの開発」

同　　　　　　　　　　  3307「日本に対するイメージを元に日本の良さを伝える」

同　　　　　　　　　　  3106「性教育から考える同性愛への認識」
優良賞　　　　　　　　  1011「オリンピズムの具現化」

同　　　　　　　　　　  2201「ゲル法によるカルサイト作成」

同　　　　　　　　　　  2204「防災教育のあるべき姿」

同　　　　　　　　　　  2304「周囲の色の変化による映像への没入感の違い」

同　　　　　　　　　　  3205「コンビニの海外進出促進のための『観光コンビニ』戦略」

同　　　　　　　　　　  3401「日本人の宗教観」

優秀賞（文献調査部門）　　　　　　 　 2210「放射線と人類及び生態系」

同　　　　　　　　　　  3306「和紙の可能性」

優秀賞（フィールドワーク／実験部門）　2101「震災時における鉄道復旧のあり方」

優秀賞（プレゼンテーション部門）　 　 3203「アジアにおける外食産業の海外進出の際の経営方針」

敢闘賞（日常的な研究活動に対して） 1005「シッティングバレーを広めたい」

同　　　　　　　　　　　　　　　　 2211「プラスチックが人間に与える影響」

同　　　　　　　　　　　　　　　　 3405「ユダヤ人はアイデンティティーを失いつつあるのか」　

※　９月17日には、３学年「優秀研究発表会・表彰式」を学年で行い、SGH指導委員の先生方にご批評をいただきます。　

　　 また、２学年「SGH」の時間にも、優秀研究の発表を聞く機会を設けます。

（3）海外ݣ報ࠂ会
����海外派遣報告会�

①� 学年集会での報告� � ②� 文化祭での報告�

� �

 岣SGHણ峘ટ崬嵤嵓৫岤ٹ

・平成��年度アセスメントツールを開発して実施。�

「SGH 活動のޮ果ଌ定πール開発」

・平成 29 年度アセスメントツールを開発して実施。
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